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〈

第
二

回
研
究
発
表
会
の
発
表
要
旨
〉

テ

レ

ビ

お

よ

び

都

市
の

言

語

の
（
五
四 、

一

O、

一

四）

個

人

の

言

語

形

成
に

及

ぼ

す

影

響

信
州
大
学
教
授

乙
の
研
究
は
次
の
二
つ
の
点
を
解
明
す
る
乙
と
を

目
的
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

テ
レ
ビ
の
言
語
は、

個
人
の
言
語
形
成
に
ど
の

よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か。

Z

都
市
の
言
語
は
周
辺
地
域
の
言
語
に
対
し
て、

極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
が、

現
在

も
な
お
従
来
の
よ
う
な
影
響
を
持
ち
得
る
か、

ま

た
そ
れ
は
テ
レ
ビ
の
影
響
と
ど
の
よ
う
な
か
ら
み

合
い
を
見
せ
る
か。

研
究
方
法
と
し
て
は、

①
学
校
で
の
共
通
語
教
育

の
影
響
と
い
う
要
因
を
考
え
に
入
れ
な
く
て
済
む
ア

ク
セ
ン
ト、
二
十
数
語
に
つ
い
て
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。

調
査
地
点
は
長
野
市
小
田
切。

調
査
は
昭
和
五
十
三

馬

瀬

良

雄

.� . .？.年 ? . .  ？.年 53年 ？.�年

小89人中5 7人 小166人中102·人老10人老39人

73. 9 % 81. 2 37. 3 36. 1 28. 2 29. 9 

年。

市
街
地
と
し
て
長
野
市
桜
枝
町
が
選
ば
れ
全
数
調
査
が
行
わ
れ
た
。

乙
の
研
究
計
画
の
立
案
に
当
っ・
て、

調
査
の
た
め
の
周
到
な
仮
説
が
立
て
ら

れ、

そ
の
立
場
か
ら
地
点
・

対
象
・

調
査
語
が
選
定
さ
れ、

ま
た
結
果
の
分
析

が
進
め
ら
れ
た。

と
り
わ
け
小
田
切
に
お
い
て
は、

昭
和
三
十
六
年
に
小
中
全

員
（
二
六
八
名）

と
老
年
層
三
九
名
に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
乙
と

が、

乙
の
研
究
の
基
盤
を
不
動
に
し
て
い
る。

調
査
結
果
の
一

つ
だ
け
を
紹
介
し
よ
う。

石
・

紙
・

学
校
・

長
野
な
ど
十
五
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
共
通
語
化
し
た
数
値

は
上
表
の
よ
う
で
あ
る。

十
七
年
間
の
違
い、

年
齢
層
別
の
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
化
の
度
合
い
が
鮮
明
に

わ
か
る。

調
査
の
目
的
か
ら
み
た
精
密
な
分
析
・

考
察
が
発
表
さ
れ
感
銘
が
深

記）

、A
つ
，回0

・4M

ふJ

（
青
木
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